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平成 29 年 建設工事共通仕様書の改定 新旧対照表 
第７編 道路編 
番号 項目 現行 改定 改定理由 

6-5-3 
 
3 
 
 
 
 
 
 
5 

覆工コンクリート

工 
コンクリートの締

固め 
 
 
 
 
 
つま妻型枠の施工 

 

 

受注者は、コンクリートの締固めにあたっては、棒状バイブレータ

を用い、打込み後すみやかに締め固めなければならない。ただし、棒

状バイブレータの使用が困難で、かつ型枠に近い場所には型枠バイブ

レータを使用して確実に締め固めなければならない。 

 

 

 

受注者は、妻型枠の施工にあたり、コンクリートの圧力に耐えられ

る構造とし、モルタル漏れのないように取り付けなければならない。 

 
 
受注者は、コンクリートの締固めにあたっては、棒状バイブレータ

を用い、打込み後すみやかに締め固めなければならない。ただし、棒

状バイブレータの使用が困難で、かつ型枠に近い場所には型枠バイブ

レータを使用して確実に締め固めなければならない。 
なお、流動性を向上させた中流動コンクリート等を使用した場合は、

材料分離を防止するために内部振動機ではなく型枠バイブレータを使

用するものとする。 
受注者は、つま型枠の施工にあたり、コンクリートの圧力に耐えら

れる構造とし、モルタル漏れのないように取り付けなければならない。 
つま型枠は、防水シートを破損しないように施工しなければならな

い。また、溝型枠を設置する場合は、その構造を十分に検討し不具合

のないように施工しなければならない。 

 
 
表現の適正化 
 
 
 
基準の変更 

14-17-
3 
2 

裏込注入工 
 
裏込め注入の施工 

 

 

受注者は、裏込め注入の施工にあたって、縦断方向の施工順序とし

ては埋設注入管のうち標高の低い側より、逐次高い方へ片押しで作業

しなければならない。 

 

 

 

また、トンネル横断面内の施工順序としては、下部から上部へ作業

を進めるものとする。 

なお、下方の注入管より注入するに際して、上部の注入孔の栓をあ

けて空気を排出するものとする。 

 
 
受注者は、裏込め注入の施工にあたって、縦断方向の施工順序とし

ては埋設注入管のうち標高の低い側より、逐次高い方へ片押しで作業

しなければならない。ただし、覆工コンクリートの巻厚が薄く、注入

材の偏りによって覆工コンクリートが変形し、新たなひび割れが発生

するおそれのある場合には、左右交互にバランスのとれた注入順序と

する。 
また、トンネル横断面内の施工順序としては、下部から上部へ作業

を進めるものとする。 
なお、下方の注入管より注入するに際して、上部の注入孔の栓をあ

けて空気を排出するものとする。 

 
 
表現の適正化 

 
  


